
地方公共団体金融機構 第７６回代表者会議会議録 
 
 
１ 開会の日時及び場所 
 （１）開会の日時 
    令和６年６月２０日（木）１３時３０分～１４時３０分 
 （２）場所 
    地方公共団体金融機構 第一特別会議室 
 
２ 出席委員の氏名 
（１）出席委員 

委 員 河野 俊嗣（Web 参加） 
 〃  吉田 隆行 
〃  小幡 純子 
〃  神野 直彦 

 （２）欠席委員のうち、地方公共団体金融機構定款第 10 条第３項の規定に基づき、書面
表決をした委員の氏名 
委 員 牛越 徹 
〃  池田 晃治 

 
３ 議事の概要 
  別紙のとおり 
 
４ 議決した事項及び賛否の数 
  議案１ 令和５年度決算       全員賛成 
  議案２ 会計監査人の選任      全員賛成 
 

以上 
 
 

地方公共団体金融機構       
代表者会議議長 河野 俊嗣 

 
  



（別紙）議事の概要 
 
１ 開会 
 
  議 長 （挨拶） 
  理事長 （挨拶） 
 
２ 議事 
 （１）令和５年度決算 
 （２）会計監査人の選任 
 （３）その他報告事項 
 

事務局 （議案１及び議案２並びに資料の内容を説明、その他報告事項について報告）  
  

議 長  議案等について質問等あるか。 
  

委 員  日頃から全国の町村に対して長期かつ低利の資金を融通いただいてい
ることに感謝。 
 今後、こども・子育て支援の強化、デジタル化・脱炭素化の推進等、
新たな対応を求められる中で、地方自治体の財政需要はさらに増大して
いくことが予想され、自主財源に乏しく財政基盤が脆弱な町村にとって、
機構の役割はより一層重要になっていくと考えている。 
また、地方支援業務については、町村の課題解決に向けて個別に専門

アドバイザーを派遣するなど、人員や専門知識の不足しがちな町村に寄
り添ったきめ細やかな支援を整えていただいており、大変心強い。 
 今後も地方財政が厳しい状況が続くと思うので、現場の目線に立ち、
健全な財政運営に向けた支援をいただくようよろしくお願いする。 

  
委 員  金融情勢の不透明な中で着実に運営していることを評価。 

 能登半島地震への対応について情報発信に取り組んでいただき感謝。
復旧・復興に時間を要している中、支援を行う体制を示すことが重要。 
 経営・財務マネジメント強化事業については、とても重要な取組みで
自治体にとってありがたいものだと思う。以前、アドバイザーとなる人
材の確保が大変と伺っていたが、全ての募集に対して対応できるのか。 



また、研究者支援については順調に進んでいるのか。 
  

事務局 経営・財務マネジメント強化事業については、切れ目なく募集を行い
必要なときに手を挙げていただけるよう工夫している。アドバイザーは
総務省において随時受け付けており、自治体の側で困ることはないと考
えている。 
若手研究者助成事業については、神野委員に選考委員会の委員長を務

めていただいているが、今年度も令和５年度実績と同程度の応募があり
順調に進んでいると考えている。また、公営企業の特定課題研究につい
ては、７月上旬まで募集中である。 

  
委 員  機構の運営全体については、金融情勢が激動する中で確実に進め、機

構の使命を着実に果たしていることを評価。 
 近年、金融教育の必要性が高まっているところ、機構職員や自治体職
員に対して、金融スキルにとどまらず地方財政に関してなど幅広い分野
について教育を行い、広い視野を養えるよう取り組んでもらいたい。 
 また、公共事業に係る需要は一見落ち着いているように見えるが、適
切にニーズが捉えられているか懸念を持っている。例えば、地方では地
域の公共交通がうまく機能していないと感じる。また、こども・子育て
に関しても、結婚したくない、子どもを持ちたくないという若者が増え
ている。このように、既存の枠組みでは捉えきれないようなニーズ、特
にエッセンシャルな、人々の生活基盤に関わるものを掘り起こすことが
重要であり、機構においても臨機応変に対応していただきたい。 

  
理事長  教育については、各種セミナーや e ラーニングなどを活用し内容の充

実を図ってきたところ、広い視野を養うことに留意しながら引き続き充
実を図っていきたい。 
 公共交通をはじめとした地方の政策ニーズについては、地方財務状況
調査などを通して緻密に地方の共通課題を掘り起こし、機構としてしっ
かり対応するとともに、適宜総務省とも情報共有を図って課題解決につ
なげていく。 

  
議 長  市場環境が大きく変化しつつある中、機構においては着実に業務を遂

行していること、地方支援業務のさらなる充実を図っていることに感謝。



引き続き役割を果たしていただきたい。 
 令和５年度は新型コロナウイルス感染症が５類に移行し平常に戻りつ
つあった状況。地方ではコロナ対策や物価高対策に直面したが、幸い国
からの交付金もあり財政的に大きく痛んでいる状態ではない。一方、例
えば宮崎県では国民スポーツ大会・全国障害者スポーツ大会に向けた大
規模な設備投資もあり、金利上昇局面において公債費負担への影響を慎
重に見極める必要がある。 
 地方は人口減少や人手不足、少子化に対してどのように対応し、持続
可能な地域経営に取り組んでいくのかという課題に直面しているという
ことを、一自治体の実情としてご報告申し上げる。 

  
議 長  議案１及び議案２について、原案のとおりでよろしいか。 

  
 （全員賛成） 
  

議 長 議案１及び議案２について、原案のとおり決定する。 
 
３ 閉会 
 

議 長  議事を終了し、閉会する。 

以上 


